
 

利用学習計画書 
 

平成２４年１０月１７日 

仙台市立古城小学校 

 担 当 第６学年 三塚 麻子 

 

１ ねらい 

・遺跡や展示資料を見学し、授業で学んだ大昔の自然環境や人々の生活の様子をさら

に理解する。 

・見学や体験活動を通して、大昔の人々の知恵を知り、歴史に対する興味・関心を深

める。 

 

２ 評価 

・大昔の自然環境や人々のくらしの様子について理解できたか。 

・大昔の人々のくらしについて興味をもち、見学や体験学習に進んで取り組むことが

できたか。 

 

３ 学習活動について 

教科：社会科 

単元名：「さあ開こう歴史のとびらを」 

身につけさせたい力・態度 

・弥生時代以前の様子について知ることにより、これから始まる歴史 

・学習についての興味・関心を深めさせる。 

 

４ 事前指導 

・「縄文の森広場」の概要 

・旧石器時代の確認（文化財課教諭の講義と体験活動） 

・縄文時代のくらしの学習 

・縄文土器作り 

・当日の活動の流れ 

 

５ 当日の活動内容 

（１）見学学習 管内の展示物の見学 

    探検シートを用いて班ごとに自主学習 

（２）体験学習 

    ・あらかじめ作った縄文土器の野焼き 

    ・発掘体験 

    ・勾玉作り（全員）  

仙台市立古城小学校 



（３）雨天時 

    石器作りを追加する。（発掘体験・野焼きは中止） 

 

６ 当日の交通手段 市営バス 

 

７ 事後指導 

 学習したことを・感想の記述・土器の展示・壁新聞の作成と展示でまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



利用学習報告書 
 

平成２４年１１月２１日 

 担 当 第６学年 三塚 麻子 

 

１ 事後指導について 

（１）実 施 日 

平成２４年１０月２９日（金）～１１月９日（金）（５時間扱い） 

 

（２）主な内容 

・社会科の授業で、学習ノートの答え合わせを行い、学習してきた内容を確かめる. 

・総合的な学習の時間で、体験や見学を通して分かったこと、考えたことを新聞にまとめる。 

 

２ 送付する資料 

児童の作成資料 壁新聞（4 点） 

 

 

                          

 

 

 



 


